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進
さ
れ
た
。
財
政
難
町
村
で
、
起
仙
の
う
ま
さ
は
右
に
出
る
も
の
が
い
な
い
と

言
わ
れ
た
。

村
の
他
念
の
た
め
各
方
而
に
掛
け
合
っ
た
苦
労
話
も
よ
く
お
聞
き

し
た
。
「
悦
金
品
納
者
が
い
る
う
ち
は
金
を
貸
せ
な
い
」
と
肺
患
な
注
文
を
さ

れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。

戦
後
の
合
併
を
経
て

財
政
の
行
き
詰
ま
り
に
加
え
て
、
ア
メ
リ
カ
が
日
本
を
中
国
や
ロ
ン
ア
の
共

産
主
義
勢
力
か
ら
の
防
波
堤
に
す
る
た
め
に
、
経
済
的
自
立
を
求
め
て
く
る
と
、

地
方
財
政
も
締
め
付
け
ら
れ
、
合
併
以
外
の
選
択
肢
は
な
く
な
っ
た
。
好
余
山

折
を
経
て
神
一戸
市
に
合
側
、
太
田
原
一
さ
ん
は
東
灘
区
本
庄
出
長
所
長
に
探
山
附
さ

れ
た
。
附
利

一一
卜
年
に
山
保
所
廃
止
に
伴
い
、
同
三
卜
一
年
神
戸
市
勤
労
会
館

F
務
長
に
災
動
、
同
=一

i
九
年
に
館
長
と
な
り
間
四
十
年
に
泊
五
十
五
成
で
退

服
し
た
。
勤
労
会
飢
で
は
勤
労
者
対
匁
の
紡
焔
式
や
料
出
教
室
を
始
め
て
好
一討

を
叫
し
た
。
退
職
と
同
川
に
、
神
戸
市
中
央
卸
売
市
場
東
部
市
場
の
神
戸
市
恥
伶

政
常
務
収
締
役
に
、
さ
ら
に
附
利
回
十
六
年

六

甲

布

同

ロ

プ

ウ

エ

の

総
務

部
長
に
転
進
。
と
こ
ろ
が
同
村
は
経
営
維
の
た
め
神
戸
市
の
公
世
に
売
却
の
一弘

き
自
に
迎
、っ
。
太
聞
知
一
さ
ん
は
柏
村
糾
事
務
を
任
さ
れ
、
こ
こ
で
も
苦
労
さ
れ
た
。

附
利
凶
十
九
年
に
は
太
洋
化
工
株
式
会
自
の
%
務
取
締
役
と
な
り
、
昭
和
五
」
l

四
年
渦
七
十
政
で
退
職
、
こ

の
年
財
産
区
包
迎
会
会
長
に
な
っ
た
。

本
庄
村
史
に
情
熱
を
燃
や
し
て

財
産
区
管
刈
τ
品
目
会
長
に
な
っ
て
村
史
編
纂
を
立
ち
上
げ
た
経
枠
に
つ
い
て
は

『本
日
村
山
人
』
地
迎
編
民
俗
編
、
同
鹿
児
編
の
編
集
後
記
に
詳
し
い
の
で
割

愛
す
る
が
、
太
間
垣
さ
ん
向
身
が
編
集
作
業
に
没
頭
し
た
。
戦
前
本
庄
村
村
史

編
纂
嘱
託
だ
っ
た
松
川
直

一
さ
ん
が
筆
写
し
た
史
料
を
、
ご
干
息
の
松
田
紳
允

氏
宅
か
ら
見
つ
け
出
し
て
、
当
時
の
文
字
は
読
め
な
い
か
ら
と
自
ら
筆
写
に
加

わ
り
、
テ
!
?
別
の
手
百
き
の
史
料
集
を
れ
り
上
げ
た
。
深
江
の
医
師
法
山

健
二
氏
文
書
、
酒
造
家
だ

っ
た
永
田
健
氏
文
町
、
行
木
の
中
田
一一切
次
郎
氏
文
智
、

森
の
大
仁
勲
氏
文
容
、
深
江
の
永
井
正
治
氏
文
位
、
魚
崎
八
崎
神
社
文
科
な
ど
、

史
料
調
査
に
は
大
抵
同
行
さ
れ
、

一
緒
に
目
録
取
り
に
加
わ

っ
た
。
『
芦
屋
市

史
』
に
「
旧
中
野
村
文
担
」
と
掲
載
さ
れ
所
有
者
の
分
か
ら
な
か

っ
た
古
文
書

を
芝
切
義
究
氏
文
書
と
割
り
出
し
、
調
査
の
悼
仙
波
し
を
し
て
く
れ
た
の
も
太
田

垣
さ
ん
だ
っ
た
。
古
文
書
の
習
熟
も
急
激
に
進
み
、
古
文
住
を
解
説
し
タ
イ
プ

印
刷
の
史
料
集
も
次
々
と
刊
行
し
た
が
、
こ
れ
は
太
田
垣
さ
ん
と
、
芦
屋
市
水

道
局
O
B
で
村
史
編
纂
の
手
伝
い
に
来
て
も
ら
っ
た
渡
部
詩
さ
ん
の
仕
事
で

あ
る
。と
に
か
く
エ
ネ
ル
ギ
y
シ
ュ
だ
っ
た
。
そ
れ
で
い
て
、
史
料
の
取
り
扱
い
な

ど
に
つ
い
て
、
若
読
者
の
私
が
忠
告
す
れ
ば
、
生
徒
の
よ
う
に
素
直
に
附
い
て

も
ら
っ
た
。
微
笑
ま
し
い
、
本
当
に
愛
す
べ
き
人
だ
っ
た
。

平
成
二
年
(
一
九
九

O
)
に
脳
悦
訟
で
財
産
区
官
四
会
会
長
の
臓
を
深
山
他

二
氏
に
説
ら
れ
た
が
、
本
庄
村
史
編
纂
へ
の
自
欲
は
失
せ
な
か

っ
た
。

リ
ハ
ビ

リ
で
回
復
さ
れ
、
病
院
通
い
の
合
間
に
村
長
の
子
孫
探
し
に
没
頭
さ
れ

、
「
こ

こ
ま
で
わ
か

っ
た
が
、
こ
の
先
が
分
か
ら
な
い
」
「

O
Oさ
ん
に
調
査
を
頼
ん

で
い
る
」
と
よ
く
電
話
を
い
た
だ

い
た
。
こ
と
あ
る
ご
と
に
ご
自
宅
に
立
ち
寄

る
よ
う
に
言
わ
れ
、
う
か
が
う
と
、
私
の
処
遇
を
気
に
掛
け
て
く
だ
さ
り
、
小

料
理
庖
で
ご
ち
そ
う
し
て
い
た
だ
い
た
、」
と
も
あ
っ
た
。

村
史
の
内
容
に
つ
い
て
は

「専
門
家
に
任
せ
ま
す
」
と
ほ
と
ん
と
口
を
出
き

れ
な
か
っ
た
が
、
歴
代
村
長
の
事
績
や
本
庄
村
に
戦
前
二
人
も
朝
鮮
人
の
村
会

議
員
が
い
た
こ
と
、
今
は
ほ
と
ん
と
而
彩
が
な
く
な

っ
た
が
洋
館
の
建
ち
並
ん

だ
深
江
文
化
村
が
あ

っ
た
こ
と
は
、
「
な
ん
と
か
記
録
し
て
欲
し
い
」
と
切
望

さ
れ
た
。
村
長
の
事
総
調
査
は
私
が
引
き
継
ぎ
、
朝
鮮
人
議
只
や
深
江
文
化
村

に
つ
い
て
は
筆
者
を
探
し
、
村
史
に
な
ん
と
か
股
り
込
ん
だ
。

制
鮮
人
の
村
会
議
品
に
つ
い
て
は
、
忘
れ
ら
れ
な
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。

岩
谷
村
長
が
公
職
迫
放
に
な
っ
た
叫
に
、
岩
谷
村
長
の
向
宅
で
当
時
の
村
会
議

5 
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貝
ら
が
集
っ
て
写
し
た
記
念
写
真
が
あ
り

「本
庄
村
史
』
に
掲
載
し
た
。
戦
後

間
も
な
い
こ
ろ
の
村
の
要
人
を
写
し
た
貴
重
な
写
百
円
で
あ
る
。
院
は
史
的
な
写
真

は
、
城
町
ル
日
時
、
場
所
、
写
っ
て
い
る
人
物
を
特
定
で
き
て
こ
そ
な
味
が
出
て

く
る
。
そ
ん
な
わ
け
で
い
ろ

い
ろ
な
方
に
写
民
を
見
て
も
ら
っ
て
、
「
こ
の
人

は
誹
ワ

」
と
白
川
を
市
一ね
た
。
人
の
記
悩
は
あ
い
ま
い
だ
。
人
に
よ

っ
て
名
前

が
追
う
。
そ
れ
で
も
何
人
も
聞
き
取
り
を
重
ね
る
と
お
お
む
ね
判
定
で
き
る
。

と
こ
ろ
が
祁
も
答
え
ら
れ
な
い
人
が
い
た
。
「
村
会
議
貝
か
付
の
幹
部
な
の
に
、

説
も
知
ら
な
い
の
か
」
。
『
本
庄
村
史
』
で
は

「人
物
不
明
」
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン

で
喝
載
を
決
め
た
直
後
。
深
江
財
産
区
管
理
会
の
志
羽
保
治
会
長
が
阪
か
っ
て

い
た
太
郎
垣
さ
ん
の
泣
品
の
中
か
ら
、
こ
の
写
真
と
人
物
を
判
定
し
た
メ
モ
が

山
て
き
た
。
生
前
、
人
物
の
特
'L
を
お
願
い
し
て
い
た
返
山
中
だ

っ
た
。
そ
の
メ

モ
に
は
、
紛
れ
も
な
く
制
俳
人
淡
白
だ

っ
た
車
中
川
刊
さ
ん
の
名
，
川
が
あ

っ
た
。

「初
鮮
人
税
只
で
、
短
期
間
し
か
村
に
甘
ん
で
い
な
か

っ
た
か
ら
、
記
悩
に
残

ら
な
か

っ
た
」
。
謎
は
氷
解
し
た
。
太

m垣
さ
ん
は
、
亡
く
な

っ
た
後
ま
で
、

村
史
の
兵
実
を
求
め
る
作
業
に
協
力
い
た
だ
い
た
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
村
史
が
発
行
さ
れ
る
前
に
集
ま
っ
た
資
料
を
展
示
す
る
史
料
館
を
作
っ

た
の
は
英
断
で
、
太
田
短
さ
ん
な
し
で
は
出
来
な
か

っ
た
だ
ろ
う
。
地
峡
史
の

制
鉱
は
、
最
終
目
的
で
は
な
く
地
版
文
化
の
紺
承
と
地
域
治
産
活
川
の
手
段
に

し
か
す
ぎ
な
い
こ
と
を
早
く
か
ら
認
識
さ
れ
て
い
た
。
山明

4
「村
山
入
刊
行
の
次

は
史
料
館
の
展
示
改
必
を
し
た
い
。
的
業
の
展
示
を
充
実
し
た
い
」
と
熱
心
に

話
ら
れ
て
い
た
の
が
、
つ
い
川

H
の
よ
う
に
耳
に
伐

っ
て

い
る
。

多
く
の
ご
思
を
受
け
な
が
ら
、
村
山
人
刊
行
が
遮
れ
墓
前
に
し
か
抑
止
円
で
き
な

い
こ
と
を
深
く
お
詫
び
し
つ
つ

、
ご
冥
福
を
祈
り
た
い
。

合
品1さ

「本
山
村
小
人
』
川
世
史
制
は
、

B
5
判
、
八
六

ペ
ー
ジ
o
h
O
O
O
川

(悦
込
。

郎
送
料
別
注
)
似
始
時
代
か
ら
州

μ
市
什
川
ま
で
。
「
本
山
村山人
」
地川町
制

民

俗

制
は

0
0
0
川

(川
)
、
山
間
部
川
少
。
ジ
ユ
ン
ク

t.
山
山
と
海
文
u
V
A
山
で
版

必
中
。
川
い
んH
わ
せ
は
山
ん
料
館

(
O
七

八

川

打

開

札

八

O
)。

ト
ラ
イ
や
る

・
ウ
ィ
ー
ク
と
史
料
館

i
ー
本
庄
中
学
校
の
生
徒
を
受
け
入
れ
て
|
{

史
料
航
附
究

U

水

l二l

千

よII

史
料
館
で
は
、
本
年
度
も
五
月
三
十

一
日
、
六
月

一
日
の
二
日
間
、
本
庄
中

学
校
の
二
年
生
に
、
陣
物
館
施
設
の
行
平
を
体
験
し
て
も
ら

っ
た
。

一
日
目
の
午
前
中
は
、
関
心
の
あ
る
資
料
を
用
い
て
資
料
強
制
引
の
体
験
を
お

こ
な
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
、
ま
ま
ご
と
道
具
の
カ
〈
7
類
と
士
口
銭
を
選
択
し
、
州問

影
、
図
像
処
理
、
写
真
の
プ
リ
ン
ト
ア
ウ

i
、
台
帳
カ
l
ド
の
作
成
を
お
こ
な

っ

た
。
J
I
U

銭
に
つ
い
て
は
、
貨
幣
史
料
航
の
ホ

l
ム
ペ
ー
ジ
や
文
献
を
閲
覧
し
、

文
械
に
つ
い
て
の
簡
単
な
資
料
を
刊
成
し
た
。

二
日
目
は
、
季
節
展
示
コ
ー
ナ
ー
の
展
示
貯
え
の
体
験
で
あ
る
。
展
示
中
の

五
月
人
形
を
収
蔵
庫
に
収
納
し
、
次
の
季
節
展
示

「夏
の
風
物
詩
」
に
使
用
す

る
資
料
を
収
蔵
庫
か
ら
出
し
、
テ
!
?
に
即
し
た
レ
イ
ア
ゥ
ー
を
検
討
し
、
実

際
に
展
示
作
業
を
お
こ
な
っ
た
。
ま
た
、
前
日
に
続
い
て
の
汽
料
整
思
体
験
で

は
、
考
古
泣
物
の
土
桜
の
接
合
を
お
こ
な
っ
た
。

後
日
開
い
た
二
人
か
ら
の
手
紙
に
よ
る
と
、
展
示
作
業
と
土
保
の
披
合
が
興

味
深
か

っ
た
そ
う
で
あ
る
。

何
点
i

の
こ
と
で
あ
る
が
、
巾
人
別
館
で
の
二
日
間
が

二
人
に
と

っ
て
よ
い
経
験
に
な

っ
た
こ
と
を
胤
う
ば
か
り
で
あ
る
。

-6ー
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展
示
品
と
の
対
話

(一

七
)

大
小
暦
の
札

水

千

里

!こl

世
科
郎
研
究

U

「
表
と
市
立
に
、

「大
』
と

『小
』
と
い
う
文
字
が
也
い
て
あ
り
ま
す
。
今
は
、

こ
ち
り
を
向
け
て
掛
け
て
あ
り
ま
す
。
さ
て
、
こ
の
丸
い
木
の
札
は
何
で
し
ょ

う
ワ
」
と
い
う
の
が
、
何
年

一
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
凡
学
に
き
て
く
れ
る
小

学
校
三
年
並
へ
の
え
嘉
ア
イ
ズ
で
あ
る
。
は
じ
め
は
「
ト
イ
レ
に
か
け
て
あ
る
」

「大
人
が
い

る
か
、
子
ど
も
が
い
る
か
」
な
ど
可
愛
ら
し
い
回
答
が
続
く
が
、

い
く
つ
か
ヒ
ン
ト
を
出
す
と

「わ
か
っ
た
、
カ
レ
ン
ダ

f

」
と
正
解
が
飛
び

出
す
。
そ
し
て
、
ど
ん
な
カ
レ
ン
ダ
ー
な
の
か
話
す
う
ち
に

「知
っ
て
る
f

」

と
大
勢
の
声
が
挙
が
る
の
が
「
西
向
く
士
」
の
言
葉
で
あ
る
。

一言
う
ま
で
も
な
く
「
西
向
く
士
」
と
は
、
ひ
と
月
の
日
数
が
二
八
日
(
閏
年

は
二
九
日
)
の
二
月
、
=
一O
日
の
四
月
、
六
月
、
九
月
、
十

一
月
を
覚
え
る
符

ー
で
あ
る
。
ま
た
地
域
平
年
代
に
よ
っ
て
は
、
手
の
指
の
付
け
恨
の
骨
を
大
の

月
と
見
立
て
る
数
え
方
で
リ
'
比
え
た
人
も
あ
る
と
言
、っ
。
英
国
の
伝
承
笠
RF4

7
ザ

グ
1
1
に
も
小
の
月
を
取
り
上
げ
た
詩
が
あ
り
、
短
い
な
が
ら
き
れ
い
に
紛
が

ふ
ま
れ
て
い
て
J

比
え
や
す
い
。
洋
の
京
凶
に
か
か
わ
ら
ず
、
ひ
と
月
の
日
数
が

拠
な
る
こ
と
に
関
心
が
持
た
れ
て
い
る
の
が
興
味
深
い
。

現
J

自
使
わ
れ
て
い
る
新
府

(
太
陽
府
)
で
は

「凶
向
く
士
」
で
大
小
月
を
削

単
に
覚
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
月
の
満
ち
欠
け
を
も
と
に
作
ら
れ
た

旧
情
(
太
陰
太
陽
庖
)
で
は

「大
」
の
月
は
三
O
目
、
「小
」
の
月
は
二
九
日

で
あ
り
、
日
数
の
調
整
の
た
め
に
閏
月
が
発
生
す
る
な
ど
複
雑
だ
っ
た
。

一
年

や
ひ
と
月
の
日
数
が
毎
年
一
定
で
は
な
く
、
翌
年
の
胞
を
見
な
け
れ
ば

『大
』

『小
』
の
配
列
が
わ
か
ら
な
か

っ
た
。
そ
れ
を
簡
単
に
示
す
た
め
に
使
わ
れ
た

の
が
こ
の
大
小
暦
の
札
で
、
商
家
の
出
先
な
ど
に
吊
る
さ
れ
て
い
た
。
史
料
館

所
蔵
の
札
は
、
直
径

一

二

三
セ
ン
チ
、
厚
さ

一
。
七
セ
ン
チ
、

「大
』
「小
』

の
文
字
の
周
悶
が
部
で
縁
取
ら
れ
、
緑
色
に
着
色
さ
れ
て
い
る
。

大
小
暦
は
わ
か
り
や
す
い
た
め
か
、
十
二
支
や
二
十
凶
節
気
な
ど
と
組
み
合

わ
せ
て
、
多
枚
な
形
態
や
趣
向
で
捕
か
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
「
判
じ
絵
」
で

は、

一
見
し
て
わ
か
ら
な
い
よ
う

『大
』
や

『小
」
の
月
が
拙
か
れ
て
い
て
、

そ
こ
か
ら
年
号
を
推
察
す
る
。
ま
た
、
私
が
以
前
見
た
陪
碗
に
は
、
「
天
保

一

五
年
」
の
大
小
月
と
朔
日
の
干
支
が
院
の
外
側
に
記
し
で
あ
っ
た
。

大
小
肝
に
か
ぎ
ら
ず
、
府
は
引
山
に
生
活
の
必
川
口
山
で
あ
り
、
古
代
か
ら
さ
ま

ざ
ま
な
閉
が
作
ら
れ
て
き
た
。
明
，
泊
五
二
八
七
二
)
年
、
新
暦

(太
陽
脳
)

が
標
準
岡
山
と
し
て
採
附
さ
れ
る
と
、自
私
た
ち
の
生
活
は
新
府
の
も
と
で
統
括
さ

れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
し
か
し
、
な
ぜ
か
旧
暦
は
消
え
て
な
く
な
ら
な
い
。
雛

祭
り
や
七
夕
な
と
を
旧
岡
山
に
近
い
日
経
で
お
こ
な
う
地
方
も
多
い
。
年
末
に
は

旧
暦
の
カ
レ
ン
ダ
が
宿
頭
に
並
び
、
ニ
ュ
ー
ス
で
も
「
立
春
」

「
啓
登
」
「
立

秋
」
な
と
が
枕
詞
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
、
実
際
の
気
候
と
の
差
を
強
調
す
る
。

ま
た
、
数
年
前
の
新
聞
に
、
あ
る
ア
パ
レ
ル
メ
ー
カ
ー
は
旧
暦
を
意
識
し
て
商

品
の
山
術
の
時
期
を
決
定
す
る
と
い
う
記
事
が
あ
っ
た
。

旧
暦
が
、
今
で
も
好
ま
れ
て
似
わ
れ
る
理

由
は
、
実
際
に
体
感
し
て
い
る
気
肢
を
、
逃

和
感
な
く
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
に
加
え
て
、

二
十
四
節
気
の
気
候
を
示
峻
す
る
言
葉
が
、

日
本
の
凶
季
折
々
の
移
ろ
い
を
如
実
に
言
い

ぶ
し
て
い
る
こ
と
が
大
き
い
だ
み
う
。
そ
れ

は
、
も
と
も
と
自
然
の
季
節
の
変
化
の
中
に

暦
(
自
然
暦
)
を
感
じ
て
暮
ら
し
て
き
た
私

た
ち
の
祖
先
が
、
今
に
伝
え
る
日
本
人
ら
し

さ
の
ひ
と
つ
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

7 

企大小暦の札 (表と裏)



2008.3.31 生活文化史第36号

史
料
館
日
誌
抄

八
平
成
一
九
年
V

5
月
幻
日

5
月
別
日
/

6
月
l
日

7
'
阿
川

A
日目
円
口

、，，
ι
j
マ'
f
l

!

j
l
l
 

i
a
I
J
に
d
i

・

-

-

-

-

l
月
幻
日

l
月
刀
日

l
月
お
日

l
月
例
日

B'
ー，』Fhυ
『

4ι

i

ap'
。，ur
o
e

l
f
-

-
a
E
l
q
b
E
L
 

1
1
1
 

1
4
5
J
引
白

rι

1
1
1
 

1
&
E
L
q
d
f
l
 

2
月
5
H

2
月
6
U

q
'
&
阿
川
マ
'
口口

2
月
8
日

2
月
ロ
日

出
料
館
研
究

u
道

谷

l主l
- 回日

平
成

一
九
年
問
月
以
降

甲
南
大
学
文
学
部
(
見
学
者
凹
一
名
)

ト
ラ
イ
や
る
ウ
ィ
ー
ク
本
庄
中
学
校
二
年
生
二
名
を
受
入

れ
、
二
日
間
史
料
館
の
業
務
を
体
験
し
て
も
ら
う
。

東
灘
区
役
所
新
規
採
用
職
員
研
修

(見
学
者

京
灘
区
転
入
区
民
パ
ス

Y
7
1
(見
学
者

必

野

小

学

校

三

4
生

(
U

品，
h

イ
占

一
四
名
)

三
六
名
)

二
九
名
)

2
川
口
円

な
ぎ
さ
小
学
校

本
山
耐
小
学
校

な
ぎ
さ
小
学
校

兵
庫
大
関
小
学
校

宮

本

小

学

校

本
山
第

一
小
学
校

2
J
4
3
 

j
I
 

2
月
日
日

2
月
幻
日

2
月
幻
日

2
月
刊
凶
日

三
年
生

(見
学
者

三
年
生

(見
学
者

三
年
生

(児
半
者

三
年
当

(見
学
者

三
年
生

(見
学
者

=
一
年
生

(見
学
者

八
五
名
)

-
O
九
名
)

八
O
名
)

=
三

名
)

一一一

一
々
也
)

一
四
九
名
)

資
料
寄
贈
者
ご
芳
名

(敬
称
略
二
O
O七
年
四
月
)
以
降

以
忠
義
凶

垣

良

雄

勝

川

耕

策

小

山

町

桁

司

林

茂

夫

大

機
mw

-h
井

利

子

市

国
間
盟
国
国

(雌
川
品
作
記
)

-8 -

『本
庄
村
史
』
歴
史
編
が
、
刊
行
の
述
び
と
な
り
ま
し
た
。
編
集
責
任
者
と

し
て
悦
わ
っ
て
き
た
大
国
副
館
長
を
は
じ
め
凶
係
者

一
問
、
長
年
の
課
題
を
完

遂
で
き
た
忍
び
と
、
地
元
の
皆
同
開
に
完
成
を
お
筒
た
せ
し
て
し
ま

っ
た
こ
と
へ

の
お
詫
び
の
気
持
ち
が
交
錯
し
て
い
ま
す
。
史
料
館
で
は
、
こ
れ
に
安
悼
惜
す
る

こ
と
な
く
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こ
れ
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も
将
来
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情
報
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。
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学

校

三
年
生
(
見
学
者

一
八
四
名
)

灘

小

学

校

三
年
生
(
見
学
者
六
二
名
)

御

影

小

年

校

三
年
生
(
見
学
者

一
O
一
名
)

第
百
川
号

ω
・
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・
引

水
口


